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北条早雲と城主６代の幟旗 

 

ジオラマの中で君の家は何処かな？ 

 

重文古民家旧石井邸の佇まい 

 

土間の薪ストーブを囲んで 

甦
れ
！
玉
縄
城 

玉
縄
ふ
る
さ
と
館 

五
年
目
へ 

 
 

 

平
成
２３
年
、
地
域
の
人
々
の
協
力
も
得

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
５
年
目
、

当
会
が
運
営
す
る
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
に
は
、

１
月
、
２
月
だ
け
で
10
校
、
７
０
０
人
の

小
学
生
が
総
合
学
習
体
験
に
訪
れ
ま
す
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
に
入
る
と
、
子
ど
も
た

ち
が
ま
ず
目
を
見
張
る
の
は
、
北
条
早
雲
と 

城
主
六
代
の
幟
旗
、
そ
し
て
復
元
さ
れ
た
玉

縄
城
域
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。
「
戦
国
時
代
の
鎌

倉
に
は
関
東
の
三
名
城
の
一
つ
、
玉
縄
城
が

あ
っ
た
の
で
す
よ
」
と
ガ
イ
ド
さ
れ
ま
す
。 

二
階
で
は
、
鎌
倉
・
玉
縄
の
「
昔
の
く
ら

し
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
。
昔
の
農

具
や
生
活
道
具
、
大
鋸
、
蓑
笠
、
石
臼
、
大

釜
、
あ
ん
か
―
、
も
う
子
ど
も
た
ち
の
質
問 

 

 

 

 

 

が
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
極
め
つ
け
は
、
隣
り
の
重
文
古
民

家
旧
石
井
邸
。
そ
の
板
戸
を
潜
る
と
全
く
の

異
世
界
で
す
。
土
間
の
匂
い
、
黒
光
り
す
る

板
の
間
の
冷
た
い
感
触
、
囲
炉
裏
の
火
の
温

か
さ
―
。
子
ど
も
た
ち
は
昔
の
農
家
の
暮
し

を
実
感
し
ま
す
。 

茅
葺
屋
根
っ
て
ど
う
し
て
雨
漏
り
し
な

い
の
？
絹
糸
を
と
る
お
蚕
さ
ん
は
ど
の
く

ら
い
桑
の
葉
を
食
べ
る
の
？
こ
の
家
に
何

人
ぐ
ら
い
住
ん
で
い
た
の
？
ど
ん
な
質
問

に
も
当
会
の
「
先
生
」
が
答
え
ま
す
。
こ
う

し
て
子
ど
も
た
ち
は
昔
の
く
ら
し
を
知
り
、

昔
の
人
々
の
想
い
を
体
験
す
る
の
で
す
。 

私
た
ち
の
次
の
目
標
は
、
鎌
倉
市
と
協
働

し
て
子
ど
も
た
ち
が
「
触
れ
る
」「
動
か
す
」

動
態
展
示
を
行
う
こ
と
で
す
。 

   

  

こ
の
ほ
ど
当
会
の
玉
縄
城
里
山
復
活
事
業

は
公
益
信
託 

大
成
建
設
自
然
・
歴
史
環
境

基
金
、(

公
財)

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

環
境
財
団
、(

公
財)

イ
オ
ン
環
境
財
団
か

ら
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
汗
か
き
は
楽
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
民

が
払
う
当
事
者
責
任
で
あ
り
、
そ
の
自
発

性
、
無
償
性
、
創
造
性
こ
そ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
も
の
を
生

み
だ
す
。
そ
の
た
め
に
市
民
と
行
政
と
民

間
の
協
働
の
進
め
方
を
、
慣
例
を
超
え
て

工
夫
し
、
編
み
だ
し
て
い
こ
う
― 

そ
う
考
え
て
き
た
９
年
目
の
春
、
私
た

ち
の
活
動
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま

す
。
い
よ
い
よ
玉
縄
城
址
の
公
園
的
整
備

を
め
ざ
し
、
鎌
倉
・
玉
縄
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ジ
ア
ム
構
築
の
仕
上
げ
に
入
り
ま
す
。 

９
年
目
の
春
、
私
た
ち
の
め
ざ
す
も
の 

 

鎌
倉
の
小
学
生 

総
合
学
習
体
験 
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           第２回 【玉縄城主墓前祭】 １０月１８日（土）     

    

【玉縄城主法要会】第二回城主法要会が菩提寺の玉縄龍寳寺で行われました。龍寳寺梅田良光導師、大船観音寺

松樹泰弘監寺もお迎えしました。地域の皆様と共に北条早雲公と六代城主を偲びました。 

   

【城主奉納古武道演武】小田原北条氏、玉縄北条氏にも縁の深い柳生新陰流、武蔵円明流の古武道演武を奉納し

ました。解説と演武は、赤羽根龍夫師、赤羽根大介師、春風館関東支部の皆様でした。 

  

第 9 回鎌倉芸術祭参加“誰も見たことのない”【古民家クラシックライブ】を開催。古民家が生き生きと甦りま

した。フルート吉川久子 ギター宇賀神昭＋古武道演武の皆様です。栗村淑香先生に盛花をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉
縄
城
文
化
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

◆
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
の
活
動
で
は
、
歴
史
民

俗
資
料
館
と
古
民
家
運
営
の
一
層
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
小
中
学
生
の
総
合
学
習

機
会
が
増
加
す
る
の
に
対
応
し
、
「
資
料

館
の
動
態
展
示
」
と
「
民
具
の
補
修
」
計

画
を
実
行
に
移
し
ま
す
。 

ま
た
、
ふ
る
さ
と
館
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を

め
ざ
し
て
、
26
年
の
神
奈
川
県
と
の
連

携
事
業
、
歴
史
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
実
績
を
活
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
養

成
に
努
め
ま
す
。 

◆
４
月
、
６
月
に
は
、
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア
セ

ミ
ナ
ー
№
24
№
25
を
計
画
。 

◆
５
月
３
日
、
鎌
倉
代
表
と
し
て
小
田
原
北

條
五
代
祭
り
に
参
加
し
ま
す
。
玉
縄
北
条

初
代
城
主
、
北
条
氏
時
隊
と
し
て
武
者
行

列
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
秋
の
玉
縄

城
主
墓
前
祭
は
今
年
「
玉
縄
北
条
ま
つ

り
」
に
発
展
さ
せ
ま
す
。 

◆
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
コ
ー
ナ

ー
展
示
を
市
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。 

◆
広
報
活
動
と
し
て
は
、
玉
縄
城 

ま
ち
だ

よ
り
発
行
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
、
継
続
的
掲
載
を
め
ざ
し
ま
す
。 

◆
皆
さ
ま
、
資
料
館
、
古
民
家
の
小
学
生
総

合
学
習
の
見
守
り
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 
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【玉縄城里山復活プロジェクト】は今年、３つの助成を受けました。玉縄城址周辺の緑地保全、里山復活を 

目指して落葉樹、野草の植栽、環境教育の里山学校開催などのボランティア活動に力が入ります。 

   
歴史の道七曲坂北側斜面の玉縄城址緑地に、かながわトラストみどり財団から頂いた落葉樹の苗木 26 本を植 

えました。木の成長を見守るために 100 歳まで生きよう！と笑いあっています。 

   

植木 2号緑地（玉縄城の歴史遺構虎口と煙硝蔵址）の緑地ボランティア活動を始めました。保全作業に必要な 

西口進入路のための手作りゲート、間伐材による階段、手すり付けなど里山保全に取り掛かります。              

   

清泉女学院のご理解を頂き、玉縄城址遺構「諏訪壇」と「けまり場」の保全作業を進めます。戦国城郭史上めず

らしい「けまり場」をもつ玉縄北条氏の都ぶり、28 年春の【遺構探索会】をお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七
曲
坂
の
野
草 

⑧
サ
サ
竜
胆 

か
つ
て
七
曲
坂
の
尾
根
道
で
見
か
け

た
鎌
倉
市
の
花
「
サ
サ
竜
胆
」
、
今
で
は

ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

三
月
に
北
鎌
倉
で
苗
を
育
成
し
て
い

る
「
鎌
倉
い
き
も
の
会
議
」
様
に
分
け
て

頂
き
、
サ
サ
竜
胆
を
植
木
１
号
市
民
緑
地

に
植
え
ま
し
た
。
十
月
、
宝
石
の
よ
う
な

花
が
咲
き
ま
し
た
。
（
増
川
勇
次
郎
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日 

 
 

★
城
址
遺
構
「
け
ま
り
場
」
の
保
全
と 

歴
史
の
道
「
七
曲
坂
」
鎌
倉
ア
ダ
プ
ト 

第
１
土
曜
日
９:

００
～
１２:

０
０ 

３
月
７
日
、
４
月
３
日
、
５
月
２
日 

 

６
月
６
日
か
ら
は
、
８:

００
～
１１:

００ 

★
植
木
一
号
市
民
緑
地
「
太
鼓
櫓
址
」
と 

 

植
木
二
号
緑
地
「
焔
硝
蔵
址
」
の
保
全 

第
３
土
曜
日
９:

００
～
１５:

００ 

３
月
２１
日
、
４
月
１８
日
、
５
月
１６
日 

６
月
２０
日
か
ら
は
、
８:

００
～
１５:

００ 

ご
一
緒
に
い
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
！ 

 

http://livedoor.blogimg.jp/kamakuraikimono/imgs/3/b/3bc50e5e.jpg


 (４)                                       玉繩城まちだより      ２０１５年(平成２７年)２月１２日発行 第１５号 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【玉縄城を偲ぶコース】 写真マップ 

 
     （写真提供:鎌倉市） 

【玉縄城大手門址】 【諏訪壇、けまり場】 【太鼓櫓址、焔硝蔵址】 【七曲坂、平場】 【龍寳寺 玉繩ふるさと館】 

＊玉縄城址（諏訪壇）は清泉女学院の敷地内です。見学希望者は学校に問合せください。☎ ０４６７-４６-３１７１ 

【
玉
縄
城
主
墓
前
祭 

イ
ベ
ン
ト
支
援
お
礼
】 

 

後
援
：
鎌
倉
市 

協
力
：
玉
縄
自
治
町
内

会
連
合
会 

植
木
町
内
会 

関
谷
城
廻
町

内
会 

鎌
倉
文
化
人
会
議 

【
墓
前
祭
協
賛
】
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社 

大
船
観
音
寺 

Ｊ
Ａ
さ
が
み
玉
縄
支
店 

 

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院 

鎌
倉
み
ど
り
学
園

古
都
鎌
倉
を
愛
す
る
会 

み
ら
い
ふ
る
鎌

倉 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン 

【編
集
か
ら
の
お
願
い
】 

 

龍
寳
寺
「
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
」
歴
史
民
俗

資
料
館
の
展
示
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◆
玉
縄
地
域
で
も
養
蚕
が
盛
ん
で
、
古
民

家
の
屋
根
裏
に
は
養
蚕
棚
が
あ
り
、
機
織

り
も
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
三
基
あ

る
機
織
り
機
を
修
復
し
動
態
展
示
を
進
め

た
い
と
文
化
財
課
と
相
談
中
で
す
。 

◆
学
童
の
昔
の
暮
ら
し
調
べ
に
役
立
つ

「
昔
の
道
具
コ
ー
ナ
」
の
手
桶
や
糸
車
の

補
修
「
ご
指
南
役
」
を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
昔
の
道
具
「
ラ
ン
プ
、
戦
前
の
ア
イ
ロ

ン
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
な
ど
を
探
し
て

い
ま
す
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。 

◆
「
昔
の
暮
ら
し
調
べ
」
で
玉
縄
ふ
る
さ

と
館
を
訪
れ
る
子
ど
も
達
と
楽
し
い
２
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎/
📠

４
５
・
７
４
１
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
・
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ど
う
ぞ 

（
荒
井
幸
子
） 

【
第
九
回
総
会
】 

日
時
：
４
月
11
日
（
土
）
13:

30
～
14:

30 
会
場
：
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
第
４
集
会
室 

総
会
に
引
き
続
き
、
15:

00
～
17:

00 

【
玉
縄
ア
カ
デ
ミ
ア
】
連
続
セ
ミ
ナ
ー
23 

武
家
の
文
化
活
動
シ
リ
ー
ズ
第
三
回 

 

―
玉
縄
城
の
史
料
を
読
み
込
む
― 

《
玉
縄
城
の
「
け
ま
り
」
と
「
け
ま
り
ば
」
》
。

玉
縄
城
内
に
あ
る
「
け
ま
り
ば
」
。
そ
こ
に

実
は
玉
縄
北
条
氏
の
隠
れ
た
文
化
が
あ
り

ま
し
た
。
「
都
ぶ
り
」
を
戦
国
鎌
倉
に
伝
え

た
京
都
飛
鳥
井
氏
と
玉
縄
北
条
氏
の
関
わ

り
を
考
え
ま
す
。 

講
師
：
伊
藤
一
美 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鎌
倉
考
古
学
研
究
所
理
事
） 

募
集
人
数
：
６０
人 

 

参
加
料:

市
民
５
０
０
円 

会
員
３
０
０
円 

 
 

【
第
５１
回
小
田
原
北
条
五
代
祭
り
】 

玉
縄
城
主
北
条
氏
時
隊
パ
レ
ー
ド 

参
加
者
を
若
干
募
集
し
て
い
ま
す
。 

日
時
：
５
月
３
日
（
日
）
８:

00
～
17:

00 

集
合:
 

龍
寳
寺
山
門
前
、
バ
ス
で
小
田
原
へ 

参
加
費
：
２
０
０
０
円
（
バ
ス
代
等
） 

申
込
み
締
切
日:

４
月
20
日 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Kemari_Matsuri_at_Tanzan_Shrine_1.jpg
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